
長野県長野工業高等学校

○ 新しい工業教育模索のため、企業よりエンジニアの派遣を受け助言を得られる仕組みを組織化する。
○ 企業より派遣されるエンジニアと本校の教員との協働により学習内容を検討する。
○ 平成20年度以降の新しい工業教育に向けた教育課程を創るための方向性を探る。

　■ 長野工業高校の学校支援機構の確立に向けて

　■ アドバイザリ委員会の役割

長野工業高等学校「アドバイザリー委員会」の設置について
～ 一流のエンジニアや研究開発者の育成を目指し、産業界の信頼と期待に応える ～

　従来、個々に助言を受けていた企業関係者を組織化するとともに、各学
科に対応するよう範囲を拡大し、本校の支援機構として位置づける

②実施された授業
　の検証、評価

　
③新たな課題の
　決定

Action

①「実習」、「課題研究」等における教材
　等の工夫、新しい時代に対応する学習内
　容の具体案策定

カリキュラム検討委員会

アドバイザリ委員会
各学科に対応した企業関係者

長野工業高校
各学科代表教員

CheckPlan

長野工業高校

【既設の支援機構】

信州大学工学部

【今回新設する支援機構】
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文部科学省「ＩＴ人材育成プロジェクト」指定研究等

（昨年度までの学校支援の体制）

（これからの学校支援機構）

研究開発型科学技術について自分自身
で学習する心を育成するための支援

ほんものの技術・技能を学び、実践的
な技術力を育成するための支援

　

本校各学科において、具体案により授業の実施

機械科 電気科 工業化学科 情報技術科 建築科 土木科 環境システム科

Do


